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研究成果の概要（和文）：日本の民間企業就業者を対象に仕事の満足度と人口的社会的要因や仕事に関する他の主観的
認識との関わりが、リーマンショックのような大きな経済変動によってどのように変化するかについて実証分析を行っ
た。また、仕事の満足度だけでなく生活の満足度や健康、所得といった仕事の満足度に影響を及ぼす要因のデータを使
って全般的な仕事の満足度の不平等度を計測した。いずれも主観を表す順序データを扱うため多変量順序プロビットモ
デルを作りベイズ法で推定した。後者の研究では、４つの主観的認識を表す変数から不平等度を求めるための単一指標
を導く多次元尺度について、ベイズ法を使った新しい分析手法を提示した。

研究成果の概要（英文）：We empirically analyzed changes of the relationships between job satisfaction, 
socio-demographic factors and other perceptions related to it thorough a big economic shock such as 
Lehman shock. Furthermore, we estimated an inequality of employees’ overall status related to their job 
satisfaction, which reflects life satisfaction, health condition and income. Multivariate ordered probit 
models are estimated using Bayesian method in the both studies, because ordered data reflecting an 
individual subjective perception are used. In the latter study, we proposed a new method to estimate a 
single index from multidimensional indices including subjective perception such as life satisfaction and 
health condition using Bayesian method, and to calculate the inequality measures.

研究分野：マクロ経済学

キーワード： 仕事の満足度　多変量順序プロビットモデル　マルコフ連鎖モンテカルロ法
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 経済学における標準的な労働市場モデル
では、長い間、労働は苦痛を生み出し人々の
効用を下げるものとされてきた。 
 
(2) 他方で労働は、単に苦痛を受容すること
と引き換えに金銭的な満足をもたらすだけ
ではなく、誇りや社会的ネットワークを生み
出す、働くことにやりがいを感じ満足感を高
めるなど非金銭的な満足感をもたらす側面
があるとも考えられる。こうした点は社会学
や心理学では指摘されていることであり、経
済学でも徐々にそうした側面について研究
が行われるようになっていた（Jahoda, 1988，
Akerlof and Kranton,2000，Ariely, 2010）。 
 
(3) 非金銭的な要因が労働に及ぼす影響につ
いては、経済学でも実験を通して分析される
ことが行われるようになってきていた
(Charness and Kuhn, 2010)。また、労働の
非金銭的動機を組み入れた理論モデルの分
析も発表され始めていた。なかでも、Farzin 
(2009) は労働供給への非金銭的動機の影響
を標準的な労働供給理論の枠組みで分析す
る理論モデルを示していた。しかしながら、
非金銭的な要因が労働に及ぼす影響を考え
るためには、豊富な実証分析によってそれが
支持される必要があった。 
 
(4) 仕事の満足度に関する実証研究において
は， Pouliakas (2010) によって金銭的誘因
は労働者の効用を高めるのに有効だが，低い
ボーナスが労働者の満足度に負の影響を与
え る こ と が 示 さ れ 、 Sousa-Poza and 
Sousa-Poza (2000) において、興味ある仕事
に従事することや管理者と良好な関係が築
けることが仕事の満足度を高める上で重要
であることなどが示されていた。 
 
(5) 研究代表者と分担者は、それまで所得不
平等や貧困，また，幸福度と貧困との関係に
ついて実証分析を積み重ねていた。アメリカ
や日本のパネルデータを利用して、ベイズ法
を用いた計量分析を行った。こうした研究の
中で主観的な順序データである幸福感のデ
ータを用いた分析を行った。仕事の満足度を
分析することは、労働の動機や労働供給に影
響する要因，また生活の満足度や幸福感の要
因について分析することになると考えてい
た。一連の研究において開発してきた統計的
手法を活用して実証分析を行うことで精緻
な分析が可能となると考えられた。 
 
 
２．研究の目的 
仕事の満足度に関してミクロデータを用い
て新たな知見を見出すこととともに、ベイズ
法を用いることによって非ベイズ的手法（頻
度論的手法）では推定しがたいモデルを推定
する計量的手法を提示することが研究全体

での目的である。 
 
(1) 仕事の満足度と、収入などの経済的要因，
性別や婚姻状態，家族構成，労働環境など非
経済的要因などとの関係について明らかに
する。 
 
(2) 仕事の満足度の不平等を計測してその要
因や変化について明らかにする。 
 
(3) 仕事の満足度で用いるデータには個人の
主観的な認識を示すものが多い。そこで、Di 
Tella and MacCulloch (2006) などで指摘さ
れている満足感の個人間比較において主観
を表すデータを利用する場合の問題点を克
服するような推定方法を提示する。 
 
(4) 仕事の満足感に影響を及ぼす金銭的・非
金銭的なさまざまな要因を調べることを通
して，生活の充実感や幸福感を高めるための
政策について検討することができるような
材料を提示する。 
 
 
３．研究の方法 
仕事の満足度に関する既存研究について整
理を行い、実証モデルを作って実証分析を行
う。 
 
(1) 仕事の満足度に関する既存研究につい
て検討するため、それらに関する文献を収集
し整理を行う。また、ミクロデータ、主観的
データを用いた実証分析に関する既存研究
について検討するため、それらに関わる文献
を収集し整理を行う。 
 
(2) 実証モデルについて検討し、利用できる
データベースについて調査する。データベー
スの選択を行い、必要なデータについて利用
申請を行い、データを取得する。 
 
(3) 仕事の満足度に影響を及ぼす要因には、
生活の満足度や健康状態など主観的な認識
を表す要因が影響を及ぼすことが考えられ
る。これらのデータは主観を反映したもので
あり、また順序データとして表されるから、
そうしたデータを利用した推定方法につい
て検討を行う。 
 
(4) 実証するための計算プログラムを作成
する。ベイズ法で MCMC 法を利用するので、
そのためのプログラムを作成する。 
 
(5) 実証結果を整理し論文にまとめる。ディ
スカッション・ペーパーとしてまとめて発表
した上で、必要な修正を行い洋雑誌に投稿す
る。 
 
 
４．研究成果 



(1) 日本の民間企業の従業員の仕事の満足
度についての実証分析 
 働くことは労働者に苦痛をもたらし不効
用を生み出すだけではなく、達成感や自分の
能力の向上などから満足感を得られるなら
ば、従来の労働市場の理論は変化を迫られる
ことになる。そこで仕事をすることの満足感
について分析が行われてきた。 
 他方、仕事の満足感は人々が置かれている
経済的環境によって変動することが考えら
れる。特に、リーマンショックのような大き
な経済ショックによって人々の仕事の満足
度が影響されているのではないかとも考え
られる。しかしながら、仕事の満足度につい
ての実証分析は数多くあるが、経済状況の変
化との関係を調べた研究はほとんどない。そ
こでこうした点をより計量経済学的に洗練
された手法を用いて実証分析を行うことに
した。 
 データは、東京大学社会科学研究所附属社
会調査・データアーカイブ研究センター
（SSJDA）に寄託されている連合総合生活開
発研究所による「勤労者の仕事と暮らしにつ
いてのアンケート」第 10回調査（2005 年 10
月）から第 20 回調査（2010 年 10 月）を用い
た。多変数順序プロビットモデルをベイジア
ンの手法の MCMC 法で推定を行った。われわ
れのモデルの特徴は、性別、就業状態別に分
析を行うことができるため、近年問題となっ
ている正規雇用や非正規雇用の状況にある
人々の仕事の満足度について男女を区別し
て分析することが可能である。 
 得られた主な結果は以下の通りである。 
 
① 女性や既婚であることはすべの調査にお
いて仕事の満足度を高める。しかし、所得が
増えることは必ずしも仕事の満足度を高め
るわけではなかった。年齢については年齢が
高くなると仕事の満足度は低下するが、さら
に年齢が高くなると上昇する。 
 
② 非正規雇用者の場合、女性であることは
仕事の満足度を高める傾向がある。女性の就
業者の場合には、正規雇用であることが仕事
の満足度を低下させる傾向がある。こうした
傾向は、リーマンショックによっても影響さ
れていない。非正規雇用者の場合、女性であ
ることが満足度を高めるか否かについて、
Booth and van Ours (2008,2009)では肯定的
な結果が得られているが、López Bóo et al. 
(2010)、 Lu et al. (2012)では否定的な結
果が得られている。我々の結果は、日本の就
業者については前者が支持されることを示
している。 
 
③ 仕事の満足度に対する反応確率を調べる
と、女性のほうが男性より高い満足度を表す
選択肢を選ぶ傾向があり、この傾向はリーマ
ンショックの後、強まっていくことがわかる。
また、リーマンショック直後には正規雇用の

ほうが非正規雇用より低い満足度を表す選
択肢を選ぶ傾向があるが、時間がたつと正規
雇用のほうがより高い満足度を表す選択肢
を選ぶようになることがわかる。 
こうした結果は、Clark (1997)、 Booth and 
van Ours (2008)で得られた結果が日本の就
業者についてもあてはまることを示してい
るが、リーマンショックのような大きな経済
ショックが仕事の満足度にどのような影響
があるかを調べているのは、我々の研究の独
自性である。 
 
④ 仕事のやりがいや動機など、仕事全般の
満足度に関係が深い項目について、非正規労
働者のなかでは女性のほうが高く評価する
傾向がある。また、女性のなかでは、正規雇
用のほうが低く評価する傾向がある。 
 
⑤ 仕事の満足度と正の相関を持つものとし
て、仕事の動機、適切で満足のいく賃金条件、
精神的ストレスがないこと、職場の人間関係
がよいこと、ワークライフバランスが取れて
いること、を挙げることができる。 
 
 こうした結果は、非金銭的要因が仕事の満
足度には重要な影響を及ぼすことを示して
いるが、モデルの内生性の問題を追及するこ
とが実証分析の正確性を高めるために必要
である。また、非金銭的要因を考慮した労働
市場の理論モデルを考えることが理論面の
課題として残されている。 
 
(2) 多次元尺度を用いた仕事の満足度の推
定について 
 人々が働くことから得る満足感には、働く
ことを含む暮らし全般や活動することで得
られる健康などの満足感、労働の対価として
収入を得るということの満足感など、労働そ
れ自体だけではなく、働くことに関わるさま
ざまな事柄の満足感が影響していると考え
られる。したがって、仕事の満足感を全般的
にとらえるためには、生活や健康についての
主観的な認識や所得水準なども含めた人々
が置かれている全般的な状況についての満
足感としてとらえる必要がある。 
このような仕事の満足度に関連した人々
の全般的状況に偏り、すなわち不平等が大き
くなると人々の不満が蓄積され、社会不安を
引き起こす可能性がある。したがって、こう
した不平等を捕らえることは社会政策上重
要であるが、そのためには複数の指標を一つ
の指標に統合して不平等の状態をとらえな
ければならない。 
この研究では、日本の民間企業の就業者の
仕事の満足度、生活の満足度、健康状態、所
得水準の多次元の指標を集計して一つの指
標を作り出し、それをもとに不平等度を計測
した。データとしては、連合総合生活開発研
究所による「勤労者の仕事と暮らしについて
のアンケート」第 16 回調査（2008 年 10 月）



を用いた。 
 多次元の指標から一つの指標を作る手法
については、Kolm (1977)と Atkinson and 
Bourguignon (1982)の二つの先駆的研究があ
り、その後、研究が蓄積されている。われわ
れは、集計の手法として Pattanaik et al. 
(2012)で提示された考え方に基づく手法を
用いた。 
 しかしながら、われわれはこれまでの研究
とは異なる新たな方法でその単一指標を推
定した。われわれの計測の対象には満足感を
表す変数が複数あり、それらのデータは順序
データであるから、多変数順序プロビットモ
デルを利用した。それをベイジアンの MCMC
法を使って仕事・生活の満足度、健康状態に
ついての認識、所得水準の４つを被説明変数
とするモデルの推定を行った。そして、結果
について多変量確率分布を用いることで、上
記４変数に関して現状に至る確率を求めて
人々の現状についての単一指標を得た。この
指標を使ってジニ係数、一般化エントロピー
不平等尺度を利用して不平等度を計測した。 
 主要な結果は、以下の通りである。 
 
① どの不平等尺度で測っても女性の不平等
度は男性よりも大きい。 
 
② 性別で分けて測っても、非正規雇用の方
が正規雇用より不平等度が大きい。 
 
③ 正規、非正規の雇用状況を考慮しない場
合、女性が男性より不平等度が大きい確率は、
どの不平等尺度によって測るかにもよるが、
0.64 から 0.97 である。しかし、雇用状況の
違いを考慮して計測すると、この確率は低下
する。つまり、雇用状況は就業者の全般的な
状況についての認識に影響を及ぼすものと
考えられる。 
 
 われわれが利用したベイジアン・モデルは、
モデル中で使った潜在変数の分布をより柔
軟なものにすることでモデルの精度を高め
ることができるが、これは残された課題であ
る。 
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